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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２４年１０月１７日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合 第 13 回安全シンポジウム開催！ 

10 月４日、ＪＲ連合は京都市内で

「第 13回安全シンポジウム」を開催。

当日はＪＲ連合加盟単組をはじめ、

連合加盟産別、交運労協から総勢約

250 名が参集した。本シンポジウムで

は、「原点に立ち返り、業務・労働環

境の実情・変化に即した仕組みを構

築する」をテーマに掲げ、ＪＲ産業に

おける安全の位置付けやあり方を問うとともに、夏以降発生している各種事象に触れ、労働

組合がチェック・提言機能を果たし、安全確立に向けて邁進する決意を共有した。 

冒頭、ＪＲ連合 荻山市朗会長が主催者を代表し「福知山列車事故から来年で 20 年。あら

ゆる場面で不断に安全最優先の取り組みを続けることは決して容易ではなく、できることを

やり切れているか、日々自問自答することが必要」と挨拶。輪軸組立作業に係るデータ改ざ

んやＪＲ九州高速船でのコンプライアンス違反、東北新幹線の分離事象等に触れ、「社会の信

用を損なう事象の発生に強い危機感を持つべき。責任追及でなく現場第一線で働く組合員が

関与する中で不正や隠蔽が発生してしまった原因や背景を検証しなければならない。自分ゴ

トとして捉え、再発防止を図ろう」と呼びかけた。 

第１部ではＪＲ北労組、ＪＲ東海ユニオン、広成建設労組、ＪＲ連合より、離職の影響、ア

サーション等による安全意識醸成、教育研修等について課題提起を行った。 

第２部では、関西大学 安部誠治名誉教授より「事故を減少させ、より安全な鉄道を創る」

と題し、人や組織で安全を創り上げる必要性等について、大原記念労働科学研究所 松田文子

特別研究員からは「人の性質と安全」として、ヒューマンファクターを踏まえた安全対策等

に関し基調となる講演をいただいた。 

第３部のパネルディスカッションでは、安部名誉教授をコーディネーター、パネリストに

基幹労連 嶋野俊博中央執行委員、ＪＲ東海安全対策部 赤地靖彦次長に加え、松田特別研究

員、ＪＲ連合 石川敏也産業政策局長が登壇。基幹労連の安全衛生の取り組みや労災発生状況、

ＪＲ東海の安全文化醸成の取り組みや事故基準の見直し等をご紹介いただいたうえで、「安全

確立に向けて、労使でどう取り

組むべきか」をテーマに、繰り

返される事故をどう防ぐか、労

働力不足という環境変化にど

う対処すべきか討議し、労使が

建設的な議論を交わし安全を

確立する必要性を再認識した。 

最後に、ＪＲ連合吉田祥司副

会長（ＪＲ九州労組執行委員

長）が、労働組合のチェック機

能の重要性を述べ、ＪＲ産業の

安全意識高揚を図る想いを会

場全体で共有した。 
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